
地域防災マップ(水災害編)の作成(案) 

■■■マママッッップププののの作作作成成成手手手順順順おおおよよよびびび役役役割割割分分分担担担   

作成手順 時期 概 要 役割分担 

住
民 ・マップ作成に関するリーダーの選任 

市 ・マップ作成の目的・趣旨・手順等の説明（防災コ
ーディネータの派遣） 

県 － 
研修会 6 月頃 

・市は防災コーディネータを
派遣し、地区の住民に対し
てマップ作成の目的・趣旨
や作成手順を説明する。 

・国は千代川の特徴や洪水は
ん濫に関する情報を説明す
る。 国 ・千代川流域の特徴や洪水はん濫に関する情報提供

住
民 ・地域の危険箇所、防災関連施設等の把握 

市
・まち歩きの指導（防災コーディネータの派遣） 
・防災関連施設や危険箇所等の情報提供 

県 ・危険箇所（アンダーパスなど）の情報提供 

まち歩き 7 月頃 

・市は防災コーディネータを
派遣し、まち歩きの指導を
行う。 

・住民はまち歩きを実施し、
地域の危険箇所や防災に役
立つ施設等を確認する。 国 ・危険箇所（アンダーパスなど）の情報提供 

住
民

・マップ記載内容の検討 
・高齢者、障がい者等、要援護者の参加 
・企業等への協働の働きかけ 

市
・マップ作成の助言（防災コーディネータの派遣）
・避難所、避難経路に関する情報の提供 

県
・破堤点ごとのはん濫シミュレーション結果の情報
提供 

・土砂災害危険箇所の情報提供 

マップ素案 
作成 9 月頃 

・住民は地域全体の地図上に
浸水想定区域や土砂災害危
険箇所等のハザードおよび
まち歩きで確認した事項の
書き込み作業を行う。特に
要援護者となる人の目線で
の意見を反映する。 

・市は防災コーディネータを
派遣し、マップ作成の助言
を行う。 国

・破堤点ごとのはん濫シミュレーション結果の情報
提供（千代川、新袋川、袋川、八東川） 

・先進地域の事例紹介等、マップ作成の技術的支援
住
民 

・高齢者、障がい者等、要援護者の参加 
・要援護者を支援する人の選定 

市 ・マップ作成の総括（防災コーディネータの派遣）
県 － 

校正 
（マップ記載 
内容確認） 

12 月頃 

・住民は印刷原稿を基に記載
内容を確認し、校正する。 

・市は防災コーディネータを
派遣し、マップ作成の総括
を行う。 国 ・マップ校正の助言 

■■■マママッッップププののの記記記載載載内内内容容容（（（兵兵兵庫庫庫県県県佐佐佐用用用町町町ののの事事事例例例）））   

地域防災マップには、地域全体の地図上に浸水想定区域、土砂災害危険箇所等のハザード情報、防災に
役立つ施設や資機材の情報に加え、要援護者の生活場所や要援護者を支援する人の情報を記載しておく必
要がある。兵庫県佐用町では、以下のような「支え合いマップ」を作成している。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

避難に関する情報、危険区域の情報、 
防災関係設備・資機材設置箇所等を記載 

要援護者となりうる人、要援護者を支援する人の情報を記載 

出典：「支え合いマップ作成マニュアル」（佐用町） 


